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「
家
が
農
業
で
し
た
の
で
、
手
伝
い
を
し
な
が

ら
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
、
自
然
な
流
れ
で
就
農

し
ま
し
た
。
長
男
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど

ね
。」
と
、
笑
顔
で
語
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の
は
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江
地
区
で
い
ち

ご
農
家
を
営
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田
修
二
さ
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で
す
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と
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を
作
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て
い
ま
す
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上
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ら
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頃
ま

で
が
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で
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。
最
盛
期
の
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月
か
ら
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は
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時
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の
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が
毎
日
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ま
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。
こ
の
２

か
月
を
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り
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る
こ
と
が
一
番
大
変
な
時
期
に
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り
ま
す
ね
。」
と
、
い
ち
ご
農
家
の
大
変
さ
を
語

り
ま
す
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及
に
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長
崎
県
は
い
ち
ご
の
主
要
産
地
で
、Ｊ
Ａ
島
原

雲
仙
な
ん
こ
う
い
ち
ご
部
会
は
県
内
生
産
者
の
３

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
は
、
部
会

長
に
就
任
し
た
平
成
29
年
か
ら
新
品
種
で
あ
る

『
恋
み
の
り
』
の
導
入
に
尽
力
し
ま
し
た
。「
従
来

品
種
の
『
さ
ち
の
か
』『
ゆ
め
の
か
』
が
伸
び
悩

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
摘
果
作
業
が
少
な
く
、

大
玉
で
パ
ッ
ク
詰
め
も
早
い
『
恋
み
の
り
』
は
、

大
規
模
農
家
が
多
い
な
ん
こ
う
い
ち
ご
部
会
に
は

適
し
て
い
る
と
思
い
、
導
入
を
推
進
し
ま
し
た
。

甘
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
水
分
量
が
多
く
て
ジ
ュ
ー

シ
ー
、
酸
味
が
少
な
く
お
子
さ
ん
や
女
性
に
も
喜

ば
れ
る
食
味
で
す
。
今
で
は
主
力
品
種
と
し
て
販

売
額
を
伸
ば
し
、
部
会
も
大
い
に
発
展
し
ま
し

た
。」
と
、
新
品
種
の
導
入
に
か
け
た
思
い
を
語

り
ま
す
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い
ち
ご
農
家
と
し
て
の
や
り
が
い
と
今
後
の
目

標
を
お
聞
き
す
る
と
「
数
値
目
標
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
で
す
ね
。達
成
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
し
、

や
り
が
い
が
あ
る
。
今
後
の
目
標
は
反
収
10
ト
ン

を
達
成
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
最
高
で
９
ト
ン
を

超
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
収
量
を
目
指
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
昨
年
の
秋
に
は
図
ら
ず
も
黄

綬
褒
章
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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や
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、
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の
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
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。島
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ら
、
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こ
の
よ
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誉
に
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こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
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後
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望
に
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ば
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出荷用のパックに詰められたいちご

令和５年秋 黄綬褒章伝達式で奥様との記念写真
（農林水産省にて）

「人生の達人」
よしだ　しゅうじ

吉田 修二さん (61)
　昭和37年、有明町湯江に生まれる。島原農業
高校を卒業後、家業である農業を継ぐ。就農後は
特にいちご栽培に注力し、経営規模の拡大や新
品種の導入、先進技術を活用したハウス内の環
境モニタリング装置等をいち早く導入するなど、
生産力向上や省力化に精力的に取り組み、高品
質ないちご生産を実践している。10アール当た
りの収穫量は県内トップクラスを誇り、いちご生
産者のリーダー的存在として生産部会長も歴任
した。
　JA 島原雲仙なんこういちご部会長（H29-R
３）、長崎県いちご部会長（R1-R3）、農林水産大
臣賞及び長崎県知事賞（ながさき農林業大賞
（施設野菜部門））(R4)、黄綬褒章（R5年秋）ほか。
有明町平山在住。

THE SCENE  Vol.76 島原に生きる

Shimabara City Public Relation,2024.2,No.83719 広報しまばら 18

努 力 は 、 裏 切 ら な い
い ち ご 農 家 の 誇 り と 挑 戦


